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(57)【要約】
【課題】表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性
反転を利用した画像データを表示させるソースドライバ
を提供する。
【解決手段】本願発明の１例において、ソースドライバ
はデータ処理ユニットとマルチプレクサを含む。前記デ
ータ処理ユニットは論理回路を含んで、２つの隣接する
前記データライン上に配置された画像データ信号のＮ個
の最大有効ビットを定めるのに用いられ、Ｎ個の最大有
効ビットが全て１または０である場合、論理回路からの
出力は１であり、そうでない場合、論理回路からの出力
が０である。前記マルチプレクサはデータ処理ユニット
に接続され、フレーム極性制御信号および画素極性制御
信号を受信し、論理回路からの出力が１である場合、フ
レーム極性制御信号を選択して出力し、或いは、論理回
路からの出力が０である場合、画素極性制御信号を選択
して出力し、極性制御信号とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させる
ソースドライバであって、
　前記表示パネルはマトリックス形式に配置された複数の画素と複数のデータラインを含
み、各前記データラインは対応する画素列の画素に接続され、前記画像データは複数のフ
レームに分解され、各前記画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有す
る前記画素マトリックス中に配置されて、前記画素と関係するグレーレベルと画素表示す
る前記フレームのグレーレベルとを対応させ、
　前記ソースドライバは、
　（ａ）前記画素マトリックスに配置された前記画像データの前記グレーレベルを定める
データ処理ユニットと、
　（ｂ）前記データ処理ユニットに接続され、フレーム極性制御信号および画素極性制御
信号を受信して、前記画像データの前記グレーレベルによって前記フレーム極性制御信号
と前記画素極性制御信号のうちの一方に対応する極性制御信号を出力するマルチプレクサ
と、
　（ｃ）前記マルチプレクサに接続され、前記極性制御信号によって制御されるスイッチ
モジュールと、
　（ｄ) 正の極性を有し、前記画像データと関係する第１デジタル信号を受信して、前記
第１デジタル信号を第１アナログ信号に変換する第１デジタル・アナログ変換器と、
　（ｅ）負の極性を有し、前記画像データと関係する第２デジタル信号を受信して、前記
第２デジタル信号を第２アナログ信号に変換する第２デジタル・アナログ変換器と、
　（ｆ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの一
方を受信して、第１データ信号を前記データラインのうちの奇数のデータラインに出力す
る第１オペアンプ、および、
　（ｇ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの他
方を受信して、第２データ信号を前記データラインのうちの偶数のデータラインに出力す
る第２オペアンプと、　
　を含むことを特徴とするソースドライバ。
【請求項２】
　前記画像データのグレーレベルがLmより大きくまたはLnより小さい場合、前記極性制御
信号は前記フレーム極性制御信号であり、そうでない場合、前記極性制御信号は前記画素
極性制御信号であり、そのうち、0 < Ln < Lm < Lmaxであり、前記Lmaxはnビットにおけ
る最大のグレーレベルであり、前記Lmax = (2K-1)であることを特徴とする請求項１に記
載のソースドライバ。
【請求項３】
　前記画像データのグレーレベルがLmより大きくまたはLnより小さい場合、前記画像デー
タのグレーレベルに関係する画素マトリックス中の前記画素は列極性反転駆動を利用し、
前記画素マトリックス中のその他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一
方を利用して駆動することを特徴とする請求項２に記載のソースドライバ。
【請求項４】
　前記データ処理ユニットは論理回路を含み、隣接する２つの前記データライン上に配置
された画像データのN個の最大有効ビットを定めるのに用いられ、前記N個の最大有効ビッ
トが全て１または０である場合、前記論理回路からの出力が１であり、そうでない場合、
論理回路からの出力が０である（前記Nは正整数である）ことを特徴とする請求項１に記
載のソースドライバ。
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【請求項５】
　前記論理回路からの出力が１である場合、前記マルチプレクサは前記フレーム極性制御
信号を選択し、前記論理回路からの出力が０である場合、前記マルチプレクサは前記画素
極性制御信号を選択することを特徴とする請求項４に記載のソースドライバ。
【請求項６】
　前記Nは４であることを特徴とする請求項４に記載のソースドライバ。
【請求項７】
　前記第１アナログ信号と前記第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有する
ことを特徴とする請求項１に記載のソースドライバ。
【請求項８】
　前記第１データ信号と前記第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有すること
を特徴とする請求項１に記載のソースドライバ。
【請求項９】
　前記極性制御信号は低レベルと高レベルを有し、前記極性制御信号が高レベルにある場
合、前記データラインのうちの各奇数のデータラインが前記第１データ信号を受信し、前
記データラインのうちの各偶数のデータラインは前記第２データ信号を受信し、前記極性
制御信号が低レベルにある場合、前記データラインのうちの各奇数のデータラインは前記
第２データ信号を受信し、前記データラインのうちの各前記偶数のデータラインは前記第
１データ信号を受信することを特徴とする請求項８に記載のソースドライバ。
【請求項１０】
　表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させる
ソースドライバであって、
　前記表示パネルはマトリックス形式に配置された複数の画素と複数のデータラインを含
み、各前記データラインは対応する画素列の画素に接続され、前記画像データは複数のフ
レームに分解され、各前記画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有す
る前記画素マトリックス中に配置されて、前記画素に関係するグレーレベルと画素表示す
るフレームのグレーレベルとを対応させ、
　前記ソースドライバはデータ処理ユニットとマルチプレクサとを含み、
　（ａ）前記データ処理ユニットは、論理回路を含んでおり、隣接する２つの前記データ
ライン上に配置された画像データ信号のN個の最大有効ビットを定めるのに用いられ、前
記N個の最大有効ビットが全て１または０である場合、前記論理回路からの出力は１であ
り、そうでない場合、前記論理回路からの出力は０であり（そのうち、前記Nは正整数で
ある）、
　（ｂ）前記マルチプレクサは前記データ処理ユニットに接続され、フレーム極性制御信
号および画素極性制御信号を受信し、前記論理回路からの出力が１である場合、前記フレ
ーム極性制御信号を選択して出力し、或いは、前記論理回路からの出力が０である場合、
前記画素極性制御信号を選択して出力して、極性制御信号とする、
　ことを特徴とするソースドライバ。
【請求項１１】
　前記マルチプレクサが前記フレーム極性制御信号を選択する場合、隣接する２つの前記
データラインと関係する前記画素マトリックス中の画素は列極性反転駆動を利用し、前記
マトリックス中のその他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方を利用
して駆動されることを特徴とする請求項１０に記載のソースドライバ。
【請求項１２】
　（ａ）前記マルチプレクサに接続され、前記極性制御信号によって制御されるスイッチ
モジュールと、
　（ｂ）正の極性を有し、前記画像データに関係する第１デジタル信号を受信して、前記
第１デジタル信号を第１アナログ信号に変換する第１デジタル・アナログ変換器と、
　（ｃ）負の極性を有し、前記画像データに関係する第２デジタル信号を受信して、前記
第２デジタル信号を第２アナログ信号に変換する第２デジタル・アナログ変換器と、
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　（ｄ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの一
方を受信して、第１データ信号を前記データラインのうちの奇数のデータラインに出力す
る第１オペアンプ、および、
　（ｅ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの他
方を受信して、第２データ信号を前記データラインの偶数のデータラインに出力する第２
オペアンプと、
　を含むことを特徴とする請求項１０に記載のソースドライバ。
【請求項１３】
　前記第１アナログ信号および前記第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有
することを特徴とする請求項１２に記載のソースドライバ。
【請求項１４】
　前記第１データ信号および前記第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有する
ことを特徴とする請求項１２に記載のソースドライバ。
【請求項１５】
　前記極性制御信号は低レベルと高レベルを有し、前記極性制御信号が高レベルにある場
合、前記データラインの各奇数のデータラインは前記第１データ信号を受信し、前記デー
タラインの各偶数のデータラインは前記第２データ信号を受信し、前記極性制御信号が低
レベルにある場合、前記データラインの各奇数のデータラインは前記第２データ信号を受
信し、前記データラインの各前記偶数のデータラインは前記第１データ信号を受信するこ
とを特徴とする請求項１４に記載のソースドライバ。
【請求項１６】
　表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させる
方法であって、
　前記表示パネルはマトリックス形式に配置された複数の画素と複数のデータラインを含
み、各前記データラインは対応する画素列の画素に接続され、
　前記方法は
　（ａ）表示に用いられる画像データを入力するステップと、
　（ｂ）隣接する２つの前記データライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有
効ビットを定める（そのうち、前記Ｎは正整数である）ステップと、
　（ｃ）隣接する２つの前記データライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有
効ビットが全て１または０である場合、フレーム極性制御信号を選択し、または、Ｎ個の
最大有効ビットに１と０を両方含む場合、画素極性制御信号を選択して、極性制御信号と
するステップと、
　（ｄ）前記フレーム極性制御信号を選定する場合、列極性反転を利用して前記画素マト
リックス中の前記画素に前記画像データを表示し、前記画素極性制御信号を選定する場合
、ドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方を利用して前記画素マトリックス中の
その他の画素に前記画像データを表示するステップと、
　を含み、
　前記画像データは複数のフレームに分解され、各前記画像データの前記複数のフレーム
は異なるグレーレベルを有する前記画素マトリックス中に配置されて、前記画素に関係す
るグレーレベルと画素表示するフレームのグレーレベルとを対応させる、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　前記２つの隣接するデータライン上に配置された画像データのＮ個の最大有効ビットを
定めるステップはデータ処理ユニットによって行われ、前記データ処理ユニットは論理回
路を含み、前記Ｎ個の最大有効ビットが全て１または０である場合、前記論理回路からの



(5) JP 2011-95721 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

出力が１であり、そうでない場合、前記論理回路からの出力が０である（そのうち、前記
Ｎは正整数である）ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記フレーム極性制御信号または前記画素極性制御信号を選定するステップは、マルチ
プレクサによって行われ、前記論理回路からの出力が１である場合、前記マルチプレクサ
は前記フレーム極性制御信号を選択し、前記論理回路からの出力が０である場合、前記マ
ルチプレクサは前記画素極性制御信号を選択することを特徴とする請求項１７に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記Ｎは４であることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させる
ソースドライバであって、
　前記表示パネルはマトリックス形式に配置された複数の画素と複数のデータラインを含
み、各前記データラインは対応する画素列の前記画素に接続され、前記画像データは複数
のフレームに分解され、各前記画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを
有する前記画素マトリックス中に配置され、前記画素に関係するグレーレベルと画素表示
するフレームのグレーレベルとを対応させ、
　前記ソースドライバはデータ処理ユニットと、マルチプレクサと、複数の駆動モジュー
ルとを含み、
　（ａ）前記データ処理ユニットは論理回路を含んで前記データラインにおける２n本ご
との隣接する前記データライン上に配置された画像データ信号のグレーレベルを定めるの
に用いられ、前記画像データの前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより小さい場合
、前記論理回路からの出力が１であり、そうでない場合、前記論理回路からの出力が０で
ある（そのうち、Nは正整数で、0 < Ln < Lm < Lmaxであり、前記Lmaxはkビットにおける
最大グレーレベルであり、前記Lmax=(2K-1)）、
　（ｂ）前記マルチプレクサは前記データ処理ユニットに接続され、フレーム極性制御信
号および画素極性制御信号を受信して、前記論理回路からの出力が１である場合、前記フ
レーム極性制御信号を選択して出力し、或いは、前記論理回路からの出力が０である場合
、前記画素極性制御信号を選択して出力して、極性制御信号とし、
　（ｃ）複数の駆動モジュールは前記マルチプレクサに接続され、各前記駆動モジュール
は対応する２つの画像データを受信し、且つ、前記極性制御信号によって前記対応する２
つの画像データを選択的に前記２n本の隣接する前記データラインの対応する奇数のデー
タラインと偶数のデータラインに出力する、
　ことを特徴とするソースドライバ。
【請求項２１】
　前記論理回路は複数の排他的NORゲート（EX-NOR gate）とANDゲート（AND gate）を含
み、前記ANDゲートはこれらの排他的NORゲートに接続され、２n本ごとの隣接する前記デ
ータライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有効ビットを定めるのに用いられ
、前記Ｎ個の最大有効ビットが全て１または０である場合、前記論理回路からの出力は１
であり、そうでない場合、前記論理回路からの出力は０である（そのうち、Ｎは正整数で
ある）ことを特徴とする請求項２０に記載のソースドライバ。
【請求項２２】
　前記駆動モジュールは、
　（ａ）前記マルチプレクサに接続され、且つ、前記極性制御信号によって制御されるス
イッチモジュールと、
　（ｂ）正の極性を有し、前記画像データに関係する第１デジタル信号を受信して、前記
第１デジタル信号を第１アナログ信号に変換する第１デジタル・アナログ変換器と、
　（ｃ）負の極性を有し、前記画像データと関係する第２デジタル信号を受信して、前記
第２デジタル信号を第２アナログ信号に変換する第２デジタル・アナログ変換器と、
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　（ｄ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの一
方を受信して、第１データ信号を前記データラインのうちの奇数のデータラインに出力す
る第１オペアンプと、
　（ｅ）前記スイッチモジュールを介して前記第１デジタル・アナログ変換器および前記
第２デジタル・アナログ変換器に接続され、前記第１デジタル・アナログ変換器の前記第
１アナログ信号と前記第２デジタル・アナログ変換器の前記第２アナログ信号のうちの他
方を受信して、第２データ信号を前記データラインのうちの偶数のデータラインに出力す
る第２オペアンプと、
　を含むことを特徴とする請求項２０に記載のソースドライバ。
【請求項２３】
　前記第１アナログ信号と前記第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有する
ことを特徴とする請求項２２に記載のソースドライバ。
【請求項２４】
　前記第１データ信号と前記第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有すること
を特徴とする請求項２２に記載のソースドライバ。
【請求項２５】
　前記マルチプレクサが前記フレーム極性制御信号を選択する場合、２n本の隣接する前
記データラインと関係する前記画素マトリックス中の画素は列極性反転駆動を利用し、前
記画素マトリックス中のその他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方
を利用して駆動することを特徴とする請求項２０に記載のソースドライバ。
【請求項２６】
　前記画像データの前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより小さい場合、前記極性
制御信号は前記フレーム極性制御信号であり、そうでない場合、前記極性制御信号は前記
画素極性制御信号であることを特徴とする請求項２５に記載のソースドライバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、液晶ディスプレイに関し、特に、適応性調整可能な列反転（column inver
sion）を利用した画像データを表示する表示パネルのソースドライバおよびその駆動方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイはわずかな電力を用いるだけで高品質の映像を表示することができる
ため、表示装置として良く使用されている（米国特許出願公開第２００６―００９２１２
０号明細書を参照）。液晶ディスプレイ装置は液晶ディスプレイパネルを含み、前記液晶
ディスプレイパネルは液晶セルにより構成され、なお、各画素素子は全て対応する液晶セ
ルに接続され、且つ、当該画素素子は液晶キャパシタと蓄積キャパシタを有する。また、
薄膜トランジスタは液晶キャパシタ及び蓄積キャパシタに電気的に接続される。前記画素
素子は実質上マトリックス方式に配置され、前記マトリックス方式は複数の画素列及び複
数の画素行を有する。通常ゲートドライバによって生成される走査信号は、行方向の複数
の走査線を介して複数の画素行に順次に提供されて、画素素子を一行ずつ順次に作動させ
る。走査信号が画素行に提供されて対応する画素行の画素素子の薄膜トランジスタを作動
させる時、ソースドライバによって生成される画像を表示するソース信号が、複数のデー
タライン（上記データラインは複数の走査線を通り抜け列方向に配置される）を介して同
時に複数の画素列に提供され、これによって対応する画素行の液晶キャパシタと蓄積キャ
パシタを変更させ、従って、画素行に対応する液晶セルの配向を調整して光の透過率を制
御することができる。全ての画素行に対して上記ステップを繰り返すことにより、画像信
号としてのソース信号を全ての画素素子に提供することができ、よって、画像信号を画素
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素子上に表示させることができる。
【０００３】
　液晶分子はその細長い棒状と扁平状の分子構造によって特定の配向を有し、液晶分子の
その配向はディスプレイパネルの液晶セルにおける光透過率を定めるのに重要な役割を果
たす。通常、液晶層に長時間高電圧を印加すると、液晶分子の光透過特性が変化されてし
まう。当該変化は永久化する可能性があり、永久化になると液晶ディスプレイパネルの画
像表示に取り返しのつかない劣化を招いてしまう。液晶分子品質の劣化を避けるために、
複数の液晶セルに提供する電圧信号が連続的に変化しなければならない。通常、ソースド
ライバは極性反転方式（例えば、フレーム極性反転、行極性反転、列極性反転、ドット極
性反転および２ライン極性反転）によって、極性交互の電圧信号を生成する。
【０００４】
　一般的に、ドット極性反転と２ライン極性反転を利用することが他の極性反転方式を利
用することより画像の表示品質が良いが、消費電力が他の極性反転方式より高い欠点があ
る。列極性反転を利用すると消費電力が比較的に低いが、クロストークと垂直線状の揺ら
めきが生じる問題がある。ジグザグ配置の画素に対して、その画像表示画質はドット極性
反転と類似し、その消費電力は列極性反転と類似しているが、依然としてクロストーク及
び水平の明暗線が生じる問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００６―００９２１２０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本願発明は、消費電力を低下させると共に、クロストーク等を解決した液晶ディスプレ
イの駆動装置及びその駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明の１つの態様によれば、本願発明は、表示パネルを駆動して適応性調整可能な
列極性反転を利用した画像データを表示させるソースドライバに関する。そのうち、表示
パネルはマトリックス形式に配置された複数の画素と複数のデータラインを含み、各デー
タラインは対応する画素列の画素に接続され、画像データは複数のフレームに分解され、
各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有する画素マトリックスに配
置されて、画素と関係するグレーレベルと画素で表示させるためのフレームのグレーレベ
ルとを対応させる。
【０００８】
　本願発明の１例において、ソースドライバはデータ処理ユニット、マルチプレクサ、ス
イッチモジュール、第１デジタル・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第
１オペアンプおよび第２オペアンプを含む。前記データ処理ユニットは画素マトリックス
に配置された画像データの前記グレーレベルを定めるのに用いられる。前記マルチプレク
サはデータ処理ユニットに接続され、フレーム極性制御信号および画素極性制御信号を受
信して、画像データの前記グレーレベルにより極性制御信号を出力し、前記極性制御信号
はフレーム極性制御信号と画素極性制御信号のうちの１つに対応している。前記スイッチ
モジュールは、マルチプレクサに接続されて極性制御信号によって制御される。前記第１
デジタル・アナログ変換器は正の極性を有し、画像データと関係する第１デジタル信号を
受信して、当該第１デジタル信号を第１アナログ信号に変換する。前記第２デジタル・ア
ナログ変換器は負の極性を有し、画像データと関係する第２デジタル信号を受信して、当
該第２デジタル信号を第２アナログ信号に変換する。
【０００９】
　また、前記第１オペアンプはスイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変換
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器および第２デジタル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器の
第１アナログ信号と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの一方を受
信して、第１データ信号を前記データラインの奇数のデータラインに出力する。前記第２
オペアンプはスイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変換器および第２デジ
タル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器の第１アナログ信号
と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの他方を受信して、第２デー
タ信号を前記データラインの偶数のデータラインに出力する。
【００１０】
　本願発明の１例において、画像データの前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより
小さい場合、極性制御信号がフレーム極性制御信号であり、その他の場合、極性制御信号
は画素極性制御信号である。そのうち、0 < Ln < Lm < Lmaxであり、Lmaxはnビットにお
ける最大グレーレベルであり、Lmax = (2n-1)である。
【００１１】
　本願発明の１例において、画像データの前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより
小さい場合、画像データの前記グレーレベルと関係する画素マトリックス中の前記画素が
列極性反転駆動を利用し、画素マトリックス中のその他の前記画素はドット極性反転と２
ライン極性反転のうちの一方を利用して駆動する。
【００１２】
　本願発明の１例において、データ処理ユニットは論理回路を含み、２つの隣接する前記
データライン上に配置された画像データのＮ個の最大有効ビットを定めるのに用いられ、
Ｎ個の最大有効ビットが全て１または０である場合、論理回路の出力が１であり、そうで
ない場合、論理回路の出力が０である。そのうち、Ｎは正整数である。論理回路の出力が
１である場合、マルチプレクサはフレーム極性制御信号を選択し、論理回路の出力が０で
ある場合、マルチプレクサは画素極性制御信号を選択する。本願発明の１例において、前
記Ｎは４である。
【００１３】
　本願発明の１例において、第１アナログ信号と第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と
負の極性を有し、第１データ信号と第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有す
る。
【００１４】
　本願発明の１例において、極性制御信号は低レベルと高レベルを有し、極性制御信号が
高レベルにある場合、各前記データラインの奇数のデータラインは第１データ信号を受信
して、各前記データラインの偶数のデータラインは第２データ信号を受信する。また、極
性制御信号が低レベルにある場合、各前記データラインの奇数のデータラインは第２デー
タ信号を受信して、各前記データラインの偶数のデータラインは第１データ信号を受信す
る。
【００１５】
　本願発明の他の態様によれば、本願発明は、表示パネルを駆動して適応性調整可能な列
極性反転を利用した画像データを表示させるソースドライバに関し、そのうち、表示パネ
ルは複数のマトリックス形式に配置された画素と複数のデータラインを含み、各前記デー
タラインは対応する画素列の画素に接続され、そのうち、画像データは複数のフレームに
分解され、各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有する画素マトリ
ックス中に配置され、画素と関係するグレーレベルと画素表示するフレームのグレーレベ
ルとを対応させる。
【００１６】
　本願発明の１例において、前記ソースドライバはデータ処理ユニットおよびマルチプレ
クサを含む。前記データ処理ユニットは論理回路を含んで２つの隣接する前記データライ
ン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有効ビットを定めるのに用いられ、Ｎ個の
最大有効ビットが全て１または０である場合、論理回路の出力が１であり、そうでない場
合、論理回路の出力が０である。そのうち、Ｎは正整数である。前記マルチプレクサはデ



(9) JP 2011-95721 A 2011.5.12

10

20

30

40

50

ータ処理ユニットに接続されて、フレーム極性制御信号および画素極性制御信号を受信し
て、論理回路からの出力が１である場合、フレーム極性制御信号を選択して出力し、或い
は、論理回路からの出力が０である場合、画素極性制御信号を選択して出力して、極性制
御信号とする。マルチプレクサがフレーム極性制御信号を選択する場合、隣接する２つの
前記データラインと関係する画素マトリックス中の前記画素は列極性反転駆動を利用し、
その他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方を利用して駆動する。
【００１７】
　本願発明の１例において、前記ソースドライバは、さらに、スイッチモジュール、第１
デジタル・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第１オペアンプおよび第２
オペアンプを含む。前記スイッチモジュールはマルチプレクサに接続され、且つ、極性制
御信号により制御される。前記第１デジタル・アナログ変換器は正の極性を有し、画像デ
ータと関係する第１デジタル信号を受信して第１アナログ信号に変換する。前記第２デジ
タル・アナログ変換器は負の極性を有し、画像データと関係する第２デジタル信号を受信
して第２アナログ信号に変換する。
【００１８】
　また、前記第１オペアンプは、スイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変
換器および第２デジタル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器
の第１アナログ信号と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの一方を
受信して、第１データ信号を前記データラインのうちの奇数のデータラインに出力する。
前記第２オペアンプは、スイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変換器およ
び第２デジタル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器の第１ア
ナログ信号と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの他方を受信して
、第２データ信号を前記データラインのうちの偶数のデータラインに出力する。
【００１９】
　本願発明の１例において、第１アナログ信号および第２アナログ信号はそれぞれ正の極
性と負の極性を有し、第１データ信号および第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極
性を有する。
【００２０】
　本願発明の１例において、極性制御信号は低レベルと高レベルを有し、極性制御信号が
高レベルにある場合、各前記データラインの奇数のデータラインは第１データ信号を受信
し、各前記データラインの偶数のデータラインは第２データ信号を受信する。また、極性
制御信号が低レベルにある場合、各前記データラインの奇数のデータラインは第２データ
信号を受信し、各前記データラインの偶数のデータラインは第１データ信号を受信する。
【００２１】
　更に、本願発明の他の態様によれば、本願発明は、表示パネルを駆動することにより適
応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させる方法に関し、そのうち、表
示パネルは複数のマトリックス形式に配置された画素と複数のデータラインを含み、各前
記データラインは対応する画素列における画素に接続される。本願発明の１例において、
前記方法は、表示に用いる画像データを入力し、当該画像データは複数のフレームに分解
され、各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有する画素マトリック
ス中に配置され、画素と関係するグレーレベルと画素表示するフレームのグレーレベルを
対応させるステップと、２つの隣接する前記データライン上に配置された画像データのＮ
個（Ｎは正整数である）の最大有効ビットを定めるステップと、；２つの隣接する前記デ
ータライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有効ビットが全て１または０であ
る場合、フレーム極性制御信号を選択し、或いは、Ｎ個の最大有効ビットが１と０を両方
含む場合、画素極性制御信号を選択して、極性制御信号とするステップと；フレーム極性
制御信号を選定する場合、列極性反転を利用して画素マトリックス中の画素に画像データ
を表示し、画素極性制御信号を選定する場合、ドット極性反転と２ライン極性反転のうち
の一方を利用して画素マトリックス中のその他の画素に画像データを表示するステップと
を含む。本願発明の１例において、Ｎは４である。
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【００２２】
　本願発明の１例において、２つの隣接する前記データライン上に配置された画像データ
のＮ個の最大有効ビットを定めるステップは、データ処理ユニットによって行われ、前記
データ処理ユニットは論理回路を含んで、Ｎ個の最大有効ビットが全て１または０である
場合、論理回路の出力が１であり、そうでない場合、論理回路の出力は０である。そのう
ち、Ｎは正整数である。
【００２３】
　本願発明の１例において、フレーム極性制御信号または画素極性制御信号を選定するス
テップは、マルチプレクサで行われ、論理回路の出力が１である場合、マルチプレクサは
フレーム極性制御信号を選択し、論理回路の出力が０である場合、マルチプレクサは画素
極性制御信号を選択する。
【００２４】
　本願発明のもう一つの態様によれば、本願発明は、表示パネルを駆動することにより適
応性調整可能な列極性反転を利用した画像データを表示させるソースドライバに関し、前
記表示パネルは複数のマトリックス形式に配置された画素と複数のデータラインを含み、
各前記データラインは対応する画素列における画素に接続され、前記画像データは複数の
フレームに分解され、各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有する
画素マトリックス中に配置され、画素と関係するグレーレベルと画素表示するフレームの
グレーレベルとを対応させる。
【００２５】
　本願発明の１例において、ソースドライバは論理回路を有するデータ処理ユニットを含
み、前記データラインにおける２n本ごとの隣接する前記データライン上に配置された画
像データ信号のグレーレベルを定めるのに用いられ、画像データの前記グレーレベルがLm
より大きくまたはLnより小さい場合、論理回路の出力が１であり、そうでない場合、論理
回路の出力は０である。そのうち、Ｎは正整数であり、0 < Ln < Lm < Lmaxであり、Lmax
はkビットにおける最大グレーレベルであり、Lmax=(2k-1)である。
【００２６】
　また、ソースドライバはマルチプレクサおよび複数の駆動モジュールを含む。前記マル
チプレクサはデータ処理ユニットに接続され、フレーム極性制御信号および画素極性制御
信号を受信して、論理回路の出力が１である場合、フレーム極性制御信号を選択して出力
し、或いは、論理回路の出力が０である場合、画素極性制御信号を選択して出力して、極
性制御信号とする。前記複数の駆動モジュールはマルチプレクサに接続され、各前記駆動
モジュールは２つの対応する画像データを受信して、極性制御信号によって対応する２つ
の画像データを選択して２n本の隣接する前記データライン中の対応する奇数のデータラ
インと偶数のデータラインに出力する。
【００２７】
　本願発明の１例において、論理回路は複数の排他的NORゲート（EX-NOR Gate）とANDゲ
ートを含む。前記ANDゲートは前記排他的NORゲートに接続され、２nごとの隣接する前記
データライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有効ビットを定めるのに用いら
れ、Ｎ個の最大有効ビットが全て１または０である場合、論理回路の出力が１であり、そ
うでない場合、論理回路の出力は０である。そのうち、Ｎは正整数である。
【００２８】
　本願発明の１例において、各前記駆動モジュールはスイッチモジュール、第１デジタル
・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第１オペアンプおよび第２オペアン
プを含む。前記スイッチモジュールはマルチプレクサに接続され、且つ、極性制御信号に
より制御される。前記第１デジタル・アナログ変換器は正の極性を有し、画像データと関
係する第１デジタル信号を受信して第１アナログ信号に変換する。前記第２デジタル・ア
ナログ変換器は負の極性を有し、画像データと関係する第２デジタル信号を受信して第２
アナログ信号に変換する。
【００２９】
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　また、前記第１オペアンプは、スイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変
換器および第２デジタル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器
の第１アナログ信号と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの一方を
受信して第１データ信号を前記データラインの奇数のデータラインに出力する。前記第２
オペアンプは、スイッチモジュールを介して第１デジタル・アナログ変換器および第２デ
ジタル・アナログ変換器に接続されて、第１デジタル・アナログ変換器の第１アナログ信
号と第２デジタル・アナログ変換器の第２アナログ信号のうちの他方を受信して第２デー
タ信号を前記データラインの偶数のデータラインに出力する。
【００３０】
　本願発明の１例において、第１アナログ信号と第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と
負の極性を有し、第１データ信号と第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有す
る。
【００３１】
　本願発明の１例において、マルチプレクサがフレーム極性制御信号を選択する場合、２
n本の隣接する前記データラインと関係する画素マトリックス中の前記画素は列極性反転
駆動を利用し、その他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方を利用し
て駆動する。
【００３２】
　本願発明の１例において、画像データの前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより
小さい場合、極性制御信号はフレーム極性制御信号であり、そうでない場合、画素極性制
御信号である。
【００３３】
　本願発明の上述とその他の目的、特徴、利点がより一層明確に判るよう、以下に実施形
態を例示し、添付の図面を参照にしながら、詳細に説明する。
【００３４】
　本願に添付された図面は下記の通りである。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本願発明の１例によるソースドライバを示すブロック図である。
【図２】（ａ）本願発明の１例によるソースドライバの論理回路を示す略図であり、（ｂ
）表示される画像信号のグレーレベルの最大有効ビットを示す図であり、（ｃ）表示され
る画像信号のグレーレベルの最小有効ビットを示す図である。
【図３】（ａ）本願発明の１例による２ドット極性反転を用いて画像を表示する略図であ
り、（ｂ）適応性調整可能な列極性反転を用いて画像を表示する略図である。
【図４】本願発明の１例による駆動信号のタイミング図である。
【図５】本願発明の１例による適応性調整可能な列極性反転を用いて画像を表示するフレ
ームの略図である。
【図６】本願発明の１例による適応性調整可能な列極性反転を用いて画像を表示するもう
１つのフレームの略図である。
【図７】本願発明の他の実施例によるソースドライバを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、図１～図７を参照しながら本願発明の実施例について説明する。本願発明の目的
に基づいて、本願発明の１つの態様は、表示パネルを駆動して適応性調整可能な列極性反
転を利用した画像データを表示させるためのソースドライバに関する。当該表示パネルは
マトリックス方式で配置された複数の画素と複数のデータラインを含み、各前記データラ
インは対応する画素列の画素に接続され、画像データは複数のフレームに分解され、且つ
、各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレベルを有する画素マトリックスに
配置されることで、画素と関係するグレースケールと画素で表示するフレームのグレーレ
ベルを対応させる。言い換えれば、前記画像データは例えばビデオ装置（図示せず）によ
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って複数の画像データ信号（kビットのグレーレベル形式で表示される）に処理され、前
記各画像データ信号は対応するデータラインを入力されて、対応するデータラインの画素
列で表示される。例えば、４ビットに対して、画素における画像データ信号は２４つまり
６４グレーレベル（画素における画像グレーレベルにより定められる）のうちの１階調で
表示されることができる。
【００３７】
　図１は本願発明の１例によるソースドライバ１００である。ソースドライバ１００はデ
ータ処理ユニット１１０、マルチプレクサ１２０、スイッチモジュール１３０、第１デジ
タル・アナログ変換器１４１、第２デジタル・アナログ変換器１４２、第１オペアンプ１
５１および第２オペアンプ１５２を含む。マルチプレクサ１２０はデータ処理ユニット１
１０に接続され、スイッチモジュール１３０はマルチプレクサ１２０に接続される。第１
デジタル・アナログ変換器１４１は正の極性を有し、第２デジタル・アナログ変換器１４
２は負の極性を有する。第１オペアンプ１５１および第２オペアンプ１５２は、スイッチ
モジュール１３０を介して第１デジタル・アナログ変換器１４１および第２デジタル・ア
ナログ変換器１４２に接続される。
【００３８】
　データ処理ユニット１１０は、画素マトリックスに配置された画像データ信号１９０の
前記グレーレベルを定めるのに用いられ、１種または数種の極性反転駆動方式を選択して
表示パネルを駆動することにより画像を表示する。１例において、データ処理ユニット１
１０は、２つの隣接するデータライン１７１及び１７２と関係する画像データ信号１９０
のグレーレベルを定める（或いは、データ処理ユニット１１０は２つの隣接するデータラ
イン１７１と１７２に入力される画像データ信号１９０のグレーレベルを定める）。また
、以下に示すように、データ処理ユニット１１０は、画像データ信号１９０のＮ個の最大
有効ビットを定めるのに用いられる。
【００３９】
　マルチプレクサ１２０は、フレーム極性制御信号（FramePOL）および画素極性制御信号
（XPOL）を受信して、画像データの前記グレーレベルによって前記フレーム極性制御信号
（FramePOL）と画素極性制御信号（XPOL）のうちの一方に対応する極性制御信号（POL）
を出力する。例えば、画像データの前記グレーレベルがLmより大きく、またはLnより小さ
い場合、当該極性制御信号（POL）はフレーム極性制御信号（FramePOL）であり、そうで
ない場合、当該極性制御信号（POL）は画素極性制御信号（XPOL）であり、そのうち、0 <
 Ln < Lm < Lmaxであり、Lmaxはkビットにおける最大グレーレベルで、Lmax=(2k-1)であ
り、LnとLmはいずれも所定のグレーレベルである。
【００４０】
　また、画像データの前記グレーレベルがLmより大きく、またはLnより小さい場合、画像
データの前記グレーレベルと関係する画素マトリックスにおける画素が列極性反転駆動を
利用し、画素マトリックスにおけるその他の画素はドット極性反転と２ライン極性反転の
うちの一方を利用して駆動する。前記画素極性制御信号（XPOL）はタイミング制御装置（
T-con、図示せず）により生成されてデータ極性反転方式を定める。
【００４１】
　スイッチモジュール１３０は一対のスイッチＳＷ１とＳＷ２を含み、ＳＷ１とＳＷ２は
第１デジタル・アナログ変換器１４１、第２デジタル・アナログ変換器１４２、第１オペ
アンプ１５１および第２オペアンプ１５２に接続されて、極性制御信号（POL）により制
御される。例えば、極性制御信号（POL）が高レベルにある場合、第１デジタル・アナロ
グ変換器１４１と第２デジタル・アナログ変換器１４２からの出力信号がそれぞれ第１オ
ペアンプ１５１と第２オペアンプ１５２に伝送される。また、極性制御信号（POL）が低
レベルにある場合、第１デジタル・アナログ変換器１４１と第２デジタル・アナログ変換
器１４２からの出力信号がそれぞれ第２オペアンプ１５２と第１オペアンプ１５１に伝送
される。
【００４２】
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　第１デジタル・アナログ変換器１４１は、画像データの第１デジタル信号１９１を受信
して、当該第１デジタル信号１９１を第１アナログ信号に変換する。第２ジタル・アナロ
グ変換器１４２は、画像データの第２デジタル信号１９２を受信して、当該第２デジタル
信号１９２を第２アナログ信号に変換する。画像データ１９０、第１デジタル信号１９１
と第２デジタル信号１９２は、表示できる画像に処理される。１例において、画像データ
１９０は少なくとも第１デジタル信号１９１と第２デジタル信号１９２を含み、第１アナ
ログ信号と第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有する。第１オペアンプ１
５１と第２オペアンプ１５２は、スイッチモジュール１３０を介して第１デジタル・アナ
ログ変換器１４１と第２デジタル・アナログ変換器１４２に接続される。
【００４３】
　また、第１オペアンプ１５１は、第１デジタル・アナログ変換器１４１からの第１アナ
ログ信号と第２デジタル・アナログ変換器１４２からの第２アナログ信号のうちの一方を
受信して、第１データ信号を奇数のデータライン１６１に出力する。なお、第２オペアン
プ１５２は、第１デジタル・アナログ変換器１４１からの第１アナログ信号と第２デジタ
ル・アナログ変換器１４２からの第２アナログ信号のうちの他方を受信して、第２データ
信号を偶数のデータライン１６２に出力する。第１データ信号と第２データ信号はそれぞ
れ正の極性と負の極性を有する。
【００４４】
　本願発明の実施例の操作において、極性制御信号（POL）が高レベルにある時、奇数の
データライン１６１が第１データ信号を受信し、偶数のデータライン１６２が第２データ
信号を受信する。また、極性制御信号（POL）が低レベルにある時、奇数のデータライン
１６１が第２データ信号を受信し、偶数のデータライン１６２が第１データ信号を受信す
る。
【００４５】
　１例において、データ処理ユニット１１０は論理回路を含み、当該論理回路は、二つの
隣接する前記データライン上に配置された画像データのＮ個の最大有効ビットを定めるの
に用いられる。図２の（ａ）部分は本願発明の１例によるソースドライバの論理回路であ
る。前記論理回路は、第１排他的NORゲート１１１、第２排他的NORゲート１１２及びAND
ゲート１１３を含み、第１排他的NORゲート１１１、第２排他的NORゲート１１２及びAND
ゲート１１３は互いに接続される。１例において、前記Ｎは４である。全ての入力例えば
４つの入力が同じである場合（つまり、２進法において、全ての入力例えば４つの入力が
いずれも０またはいずれも１である場合）のみ、第１排他的NORゲート１１１（または、
第２排他的NORゲート１１２）の出力が真（１で表示される）であり、その他の場合偽で
ある。また、第１排他的NORゲート１１１と第２排他的NORゲート１１２の出力がいずれも
真（１で表示される）である場合のみ、ANDゲート１１３の出力が真（１で表示される）
である。第１排他的NORゲート１１１と第２排他的NORゲート１１２は、それぞれ隣接する
２つの前記データラインのデータ信号の４つの最大有効ビットを定める。
【００４６】
　それぞれＡ、Ｂ、Ｃ及びＤで表されるデータ信号の全て例えば４つの最大有効ビットが
いずれも図２の（ｂ）に示すように１である場合、或いは、図２の（ｃ）に示すように０
である場合、論理回路の出力が真（１で表示される）であり、その他の場合、論理回路の
出力が偽（０で表示される）である。論理回路の出力が真（１で表示される）である場合
、マルチプレクサはフレーム極性制御信号（FramePOL）を選択して極性制御信号（POL）
（つまり、列極性反転を利用する）にし、また、論理回路の出力が偽である場合、マルチ
プレクサは画素極性制御信号（XPOL）を選択して極性制御信号（POL）（つまり、ドット
極性反転または２ドット極性反転を利用する）にする。
【００４７】
　図３の（ａ）部分は本願発明の１例による２ドット極性反転を利用して画像を表示する
概略図である。図３の（ｂ）部分は本願発明の１例による適応性調整可能な列極性反転を
利用して画像を表示する概略図であり、すなわち、S1列とS2列は列極性反転方式を利用し
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、S3列とS4列は2ドット極性反転方式を利用する。
【００４８】
　図４は本願発明の１例による駆動／制御信号のタイミング図である。このタイミング図
において、YDIOは画像フレームに対応するスタートパルスである。各フレームは全て極性
（FramePOL）を有し、且つその直前及び／またはその直後のフレームと反対の極性を有す
る。即ち、フレーム極性制御信号（FramePOL）はそれぞれのフレームにつれてそのフレー
ムの極性を変化する。XSTBの立ち上がりエッジはXPOLをラッチして各水平線の極性を定め
る。
【００４９】
　図５と図６は本願発明の１例による適応性調整可能な列極性反転を利用して画像を表示
する２つの連続するフレームを示す。エリア５２０における画像グレーレベルは最大グレ
ーレベルに近い。即ち、所定の値（例えば、Lm=L59）より高い場合、フレーム極性制御信
号（FramePOL）は第１デジタル・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第１
オペアンプと第２オペアンプを制御するので、画像は列極性反転方式を利用して表示する
ことができる。また、エリア５３０における画像グレーレベルは最小グレーレベルに近い
。つまり、所定の値（例えば、Ln=L4）より低い場合、フレーム極性制御信号（FramePOL
）は第１デジタル・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第１オペアンプと
第２オペアンプを制御するので、画像は列極性反転方式を利用して表示することができる
。反面、画像のグレーレベルがLn=L4 とLm=L59の間にある場合、画素極性制御信号（XPOL
）は第１デジタル・アナログ変換器、第２デジタル・アナログ変換器、第１オペアンプと
第２オペアンプを制御するので、画像は２ドット極性反転方式を利用して表示することが
できる（エリア５１０に示すように）。
【００５０】
　本願発明の他の実施態様によれば、本願発明は表示パネルを駆動して適応性調整可能な
列極性反転を利用した画像データを表示するための方法に関する。本願発明の１例におい
て、前記方法は、まず、表示に用いる画像データを提供するステップを含み、当該画像デ
ータは複数のフレームに分解され、各画像データの前記複数のフレームは異なるグレーレ
ベルを有する画素マトリックスに配置され、画素と関係するグレーレベルと画素表示をす
るためのフレームのグレーレベルとを対応させる。
【００５１】
　次に、２つの隣接する前記データライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大有
効ビットを定める。
【００５２】
　そして、２つの隣接する前記データライン上に配置された画像データ信号のＮ個の最大
有効ビットがいずれも１または０である場合、フレーム極性制御信号（FramePOL）を選択
して極性制御信号（POL）とし、或いは、Ｎ個の最大有効ビットが１と０を含む場合、画
素極性制御信号（XPOL）を選択して極性制御信号（POL）とする。
【００５３】
　それから、フレーム極性制御信号（FramePOL）を選定する場合、列極性反転を利用して
画素マトリックス中の複数の画素の画像データを表示し、画素極性制御信号（XPOL）を選
定する場合、ドット極性反転と２ライン極性反転のうちの一方を利用して、画素マトリッ
クス中のその他の前記画素の画像データを表示する。
【００５４】
　１例において、２つの隣接する前記データライン上に配置された画像データのＮ個の最
大有効ビットを定めるステップは、データ処理ユニットを利用して行い、前記データ処理
ユニットは論理回路を含み、Ｎ個の最大有効ビットがいずれも１または０である場合、論
理回路の出力が１であり、そうでない場合、論理回路の出力が０である（Ｎは正整数であ
る）。フレーム極性制御信号または画素極性制御信号を選定するステップは、マルチプレ
クサを利用して行い、論理回路の出力が１である場合、マルチプレクサはフレーム極性制
御信号を選択し、論理回路の出力が０である場合、マルチプレクサは画素極性制御信号を
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選択する。
【００５５】
　図７は本願発明の他の実施例によるソースドライバ７００のブロック図である。本実施
例において、ソースドライバ７００はデータ処理ユニット７１０、マルチプレクサ７２０
および複数の駆動モジュール７８０を含む。マルチプレクサ７２０は、データ処理ユニッ
ト７１０に接続され、複数の駆動モジュール７８０（例えば、DM1，DM2，・・・，DMn）
はマルチプレクサ７２０に接続される。
【００５６】
　データ処理ユニット７１０は論理回路を含んで画像データ信号のグレーレベルを定める
のに用いられ、画像データ信号のグレーレベルは複数のデータラインにおける2n本ごとの
隣接するデータライン（例えば、S1，S2、・・・，S2n上）上に配置され、画像データの
前記グレーレベルがLmより大きくまたはLnより小さい場合、論理回路の出力が１であり、
そうでない場合、論理回路の出力が０である（Ｎは正整数である）。そのうち、0 < Ln <
 Lm < Lmaxであり、Lmaxはkビットにおける最大グレーレベルであり、Lmax=(2k-1)である
。
【００５７】
　図７に示すように、論理回路は２n個の排他的NORゲート（D1，D2，・・・，D2n）及びA
NDゲートを含む。前記ANDゲートは前記２n個の排他的NORゲートに接続される。各排他的N
ORゲートは対応する画像データ信号を受信するように配置され、且つ、入力された画像デ
ータ信号によって０または１を出力する。具体的に、入力された画像データ信号のＮ個の
最大有効ビットがいずれも１または０である場合、排他的NORゲートの出力は１であり、
そうでない場合、排他的NORゲートの出力は０である。入力された画像データ信号のＮ個
の最大有効ビットがいずれも１である場合、入力された画像データ信号のグレーレベルは
Lmより大きい。入力された画像データ信号のＮ個の最大有効ビットがいずれも０である場
合、入力された画像データ信号のグレーレベルはLnより小さい。
【００５８】
　前記論理回路に対して、各排他的NORゲートの出力がいずれも１または０である場合、
論理回路の出力は１であり、そうでない場合、論理回路の出力は０である。
【００５９】
　マルチプレクサ７２０は論理回路に接続されてフレーム極性制御信号（FramePOL）およ
び画素極性制御信号（XPOL）を受信する。論理回路の出力が１である場合、マルチプレク
サ７２０はフレーム極性制御信号（FramePOL）を選択して極性制御信号（POL）とし、即
ち、列極性反転を利用する。論理回路の出力が０である場合、マルチプレクサ７２０は画
素極性制御信号（XPOL）を選択して極性制御信号（POL）とし、即ち、ドット極性反転ま
たは２ドット極性反転を利用する。
【００６０】
　各駆動モジュール７８０は２つの対応する画像データ信号７９１と７９２を受信し、極
性制御信号（POL）によって選択的に対応する画像データを２n本の隣接するデータライン
（S1，S2，・・・，S2n）の奇数データライン７６１と対応する偶数データライン７６２
に出力する。前記奇数データライン７６１はS1，S3，・・・，S2n-1のうちの１つであり
、前記偶数データライン７６２はS2，S4，・・・，S2nのうちの１つである。
【００６１】
　駆動モジュール７８０は、スイッチモジュール７３０、第１デジタル・アナログ変換器
７４１、第２デジタル・アナログ変換器７４２、第１オペアンプ７５１および第２オペア
ンプ７５２を含む。スイッチモジュール７３０はマルチプレクサ７２０に接続される。第
１デジタル・アナログ変換器７４１は正の極性を有し、第２デジタル・アナログ変換器７
４２は負の極性を有する。第１オペアンプ７５１と第２オペアンプ７５２は、スイッチモ
ジュール７３０を介して第１デジタル・アナログ変換器７４１と第２デジタル・アナログ
変換器７４２に接続される。
【００６２】
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　スイッチモジュール７３０は一対のスイッチSW1とSW2を含み、SW1とSW2は第１デジタル
・アナログ変換器７４１、第２デジタル・アナログ変換器７４２、第１オペアンプ７５１
および第２オペアンプ７５２に接続されて極性制御信号（POL）により制御される。例え
ば、極性制御信号（POL）が高レベルである場合、第１デジタル・アナログ変換器７４１
と第２デジタル・アナログ変換器７４２の出力信号はそれぞれ第１オペアンプ７５１と第
２オペアンプ７５２に伝送される。また、極性制御信号（POL）が低レベルである場合、
第１デジタル・アナログ変換器７４１と第２デジタル・アナログ変換器７４２の出力信号
はそれぞれ第２オペアンプ７５２と第１オペアンプ７５１に伝送される。
【００６３】
　第１デジタル・アナログ変換器７４１は、画像データの第１デジタル信号７９１を受信
して、当該第１デジタル信号７９１を第１アナログ信号に変換する。第２デジタル・アナ
ログ変換器７４２は、画像データの第２デジタル信号７９２を受信して、当該第２デジタ
ル信号７９２を第２アナログ信号に変換する。画像データ７９０、第１デジタル信号７９
１と第２デジタル信号７９２は表示できる画像に処理される。１例において、画像データ
７９０は少なくとも第１デジタル信号７９１と第２デジタル信号７９２を含み、第１アナ
ログ信号と第２アナログ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を有する。第１オペアンプ７
５１と第２オペアンプ７５２はスイッチモジュール７３０を介して第１デジタル・アナロ
グ変換器７４１および第２デジタル・アナログ変換器７４２に接続される。
【００６４】
　さらに、第１オペアンプ７５１は第１デジタル・アナログ変換器７４１の第１アナログ
信号と第２デジタル・アナログ変換器７４２の第２アナログ信号のうちの一方を受信して
、第１データ信号を奇数データライン７６１に出力する。なお、第２オペアンプ７５２は
第１デジタル・アナログ変換器７４１の第１アナログ信号と第２デジタル・アナログ変換
器７４２の第２アナログ信号のうちの他方を受信して、第２データ信号を偶数データライ
ン７６２に出力する。第１データ信号と第２データ信号はそれぞれ正の極性と負の極性を
有する。
【００６５】
　本願発明の実施例の操作において、マルチプレクサがフレーム極性制御信号（FramePOL
）を選択する場合、２n本の隣接する前記データライン（S1，S2，・・・，S2n）と関係す
る画素マトリックス中の複数の画素は列極性反転駆動を利用し、その他の画素はドット極
性反転及び２ライン極性反転のうちの一方を利用して駆動する。
【００６６】
　本願発明の実施例により、実質上、表示装置における画像の表示品質を改善することが
でき、また、消費電力も著しく低減することができる。
【００６７】
　以上、本願発明の好適な実施例について述べたが、本願発明は、上記実施例によって限
定されるものではなく、当業者であれば誰でも本願発明の精神及び範囲を逸脱しない限り
、各種の変動や潤色を加えることができる。従って、本願発明の保護範囲は、特許請求の
範囲に記載された内容を基準とする。
【符号の説明】
【００６８】
１００　　ソースドライバ
１１０　　データ処理ユニット
１１１　　第１排他的NORゲート
１１２　　第２排他的NORゲート
１１３　　ANDゲート
１２０　　マルチプレクサ
１３０　　スイッチモジュール
１４１　　第１デジタル・アナログ変換器
１４２　　第２デジタル・アナログ変換器
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１５１　　第１オペアンプ
１５２　　第２オペアンプ
１６１　　奇数のデータライン
１６２　　偶数のデータライン
１７１　　データライン
１７２　　データライン
１９０　　画像データ信号
１９１　　第１デジタル信号
１９２　　第２デジタル信号
５１０　　エリア
５２０　　エリア
５３０　　エリア
７００　　ソースドライバ
７１０　　データ処理ユニット
７２０　　マルチプレクサ
７３０　　スイッチモジュール
７４１　　第１デジタル・アナログ変換器
７４２　　第２デジタル・アナログ変換器
７５１　　第１オペアンプ
７５２　　第２オペアンプ
７６１　　奇数のデータライン
７６２　　偶数のデータライン
７８０　　駆動モジュール
７９０　　画像データ
７９１　　第１デジタル信号
７９２　　第２デジタル信号
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